
地域志向科目 該当しない

実務経験のある教員に
よる授業科目

該当しない

○その他

授業の目的

現代社会における建築の機能は様々に多様化し、いくつかのビルディングタイプを形成していま
す。このようなビルディングタイプのうち、事務所と博物館と学校を取り上げ、これらビルディングタイ
プの建築計画における基礎知識を習得し、企画・設計・維持管理における建築的技術を身につける
ための基礎能力を養うことが第1の目的ですが、さらに、これからの社会にふさわしいそのあり方を
思考し、提案する能力を身につけることが望まれます。

授業の概要

事務所建築、博物館建築、学校建築について、主として近代の歴史のなかで、このような建築物が
形成されてきた過程を踏まえた上で、現代におけるその機能分析と空間構成の技術的方法、企画・
設計・維持管理等における課題や問題点等に関する基本的知識について講義します。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「該当しない」

（３）アクティブ・ラーニング 「該当なし」

履修上の注意、
履修条件

特にありませんが、建築の設計を行うための不可欠の知識を講義します。特に美術館及び学校に
ついての講義は、それぞれ設計製図３の第２課題、設計製図４の第1課題に先行して行うので、講
義内容を反映させて設計演習に取り組む意識が大切です。また、実際の建築空間で学んだ内容を
確認することが大切です。すぐれた建築作品をできるだけ見学することを勧めます。 ○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）

原則として毎回、講義の最後に授業内容について課題を出します。
提出をもって出席に代えますので、課題が課されたら、かならず提出してください。達成水準の目安は以下の通りです。
［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。
課題のフィードバック方法については、次回以降の授業中に講評・解説を行います。
         

         

教科書

【思考・判断・創造】
⑤さまざまな各種建築物のこれからの在り方を考える基礎力
を身につけている。 5点 5点

　指定なし

参考文献及び指定図書
コンパクト建築設計資料集成（丸善株式会社）　日本建築学会編
その他適宜指示します。

関連科目 建築計画１、住居論、設計製図２・３・４

授業コード L040201 　クラス名 -

担当教員名 近藤　正一

【技能・表現・ 
　コミュニケーション】

④事務所建築、博物館建築、学校建築について、実物や図
面を見て、その建築の建築計画的特徴を説明することができ
る。

5点 5点

20点必修･選択区分
【知識・理解】

②事務所建築、博物館建築、学校建築について、建築計画
上の基本的知識を身につけている。③他の建築物について
も、その建築計画上の基本的知識を習得する方法を身につ
けている。

45点必修

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。

2025年度 授業シラバスの詳細内容

15点
単位数 2 　配当学年 / 開講期 2 年 / 後期

ナンバリングコード L20402
　大分類 / 難易度
　科目分野

建築学科 専門科目 / 標準レベル
建築計画

【関心・意欲・態度】
①各種建築物についての建築計画的な見方に関心をもち、
そのような見方を習得するよう努力することができる。

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

無形成果
（発表・そ

の他）

○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 建築計画２ （Architectural Planning 2） 到達目標の観点 到達目標



科 目 名 授業コード L040201 科 目 名 授業コード L040201
担当教員 担当教員

１. 9.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

２. 10.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

3. 11.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

4. 12.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

5. 13.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

6. 14.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

7. 15.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

８. 16.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

病院建築について、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。 対面（マークシート）形式で実施します。
これまでの宿題（の選択肢）からのみ出題します。
マルバツ方式で、100問×0.4点／問＝40点満点です。
持ち込みは不可です。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

（医療）病院建築について 期末試験

高齢者施設について、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。 マネジメントについて、また建築士のありかたについて、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取
り組みます。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

（福祉）高齢者施設について （環境）マネジメントについて・（倫理）建築士のありかたについて

集合住宅について、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。 まちづくりについて、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

（居住２）集合住宅について （都市）まちづくりについて

独立住宅について、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。 博物館・美術館について、またSDGsについて、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みま
す。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

（居住１）独立住宅について （展示）博物館・美術館について｜SDGsについて

劇場・ホールについて、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。 図書館建築について、また災害について、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

（芸能）劇場・ホールについて （図書）図書館建築について｜災害について

宿泊施設について、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。 学校建築について、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

（宿泊）ホテル建築について （教育）学校建築について

事務所建築について、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。 庁舎建築と保育所について、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。 復習 不十分な部分を復習しマスターしておく。

（業務）事務所建築について （公共）庁舎建築と保育所について

講義全体のガイダンスを実施します。その後、建築計画のあらましと、各論として取り上げる様々なビルディングタイプ を示
し、事務所建築の導入までを説明します。

コミュニティ施設と店舗・駐車場について、特色と基本的な知識を学び、設計に役立てられるよう演習課題に取り組みます。

予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。 予習 学修予定内容に対しアクティブラーニングする。

2025年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

（目的と範囲）ビルディングタイプ （交流）コミュニティ施設と店舗・駐車場について

○授業計画
建築計画２ （Architectural Planning 2）

○授業計画
建築計画２ （Architectural Planning 2）

近藤　正一 近藤　正一


